平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名:　 eq \o\ac(□,新)野生生物保護管理事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　   

環境生活部　清流の国ぎふづくり推進課　生物多様性担当　　　   

電話番号：058-272-1111（内2701）　　　　　　　  
   

E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp



     
	事業費


要求額：15,550千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　　野生生物による農林業や生活環境への被害の軽減及び生態系の保全、外来生物（アライグマ、ヌートリア等）による生態系への影響の防止を図るため、以下の事業を実施する。
（１）ニホンジカの個体数調整による捕獲事業
捕獲地域を設定し、市町村が実施する1ヶ月程度の個体数調整捕獲について、その人件費と捕獲報償費を補助する。
（２）アライグマ等の捕獲オリ及び処理設備整備事業
　　　市町村が購入する捕獲オリと捕獲した個体の処理施設の整備に係る費用の一部を補助する。
（３）有害鳥獣対策従事者確保事業　
市町村職員が銃猟免許、銃所持許可、銃取得に係る経費を補助する。
	２　所要経費


（１）ニホンジカの個体数調整による捕獲事業　　　　 11,250千円
（２）アライグマ等の捕獲オリ及び処理設備整備事業　　1,800千円
（３）有害鳥獣対策従事者確保事業　　　　　　　　　  2,500千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

	２　これまでの取組状況


農林業や生活環境への被害軽減及び生態系保全のため、生息数が著しく増加又は減少している鳥獣について、特定鳥獣保護管理計画を策定し、個体群の安定的な維持ができるよう保護管理を実施している。有害捕獲従事者を確保する意味から、免許取得のための講習会の実施や狩猟免許試験の休日実施を拡大している。
	３　これまでの取組に対する評価


狩猟や有害鳥獣捕獲による捕獲頭数の年次推移調査や、ニホンジカの生息状況調査等を実施し、県内生息状況の把握に努めているが、積極的な個体数調整の実施や捕獲従事者の確保については十分行われていない。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	　　　
0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	15,550
	0
	0
	0
	0
	0
	15,550
	0
	0

	決定額
	15,550
	
	
	
	
	
	15,550
	
	


